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２
０
０
２
年
９
月
現
在
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
長
年
の
戦

乱
と
大
旱
魃
を
受
け
て
、
人
々
は
い
の
ち
の
源
、
水
に
難
儀

す
る
日
々
が
続
い
て
い
る
。
先
日
の
テ
レ
ビ
で
「
な
に
よ
り

も
、
水
が
欲
し
い
」
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
の
訴
え
る
姿

は
、
今
で
も
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。

福
岡
市
に
本
部
の
あ
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
難
民
た
ち
の
医
療
活
動
を
支
援
し

て
い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地
代
表
者
中
村
哲
著
『
医

者
井
戸
を
掘
る
』（
石
風
社
、
２
０
０
１
年
）
は
、「
と
に
か

く
生
き
て
お
れ
、
病
気
は
後
で
治
す
」
と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
人
７
０
０
人
を
指
揮
し
な
が
ら
、
１
０
０
０
基
の
井
戸
を

掘
っ
た
記
録
で
あ
る
。
同
様
な
書
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
員

の
諸
石
和
生
著
『
エ
チ
オ
ピ
ア
で
井
戸
を
掘
る
』（
草
思
社
、

１
９
９
１
年
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
古
代
か
ら
井
戸
が
築
造
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学

の
立
場
か
ら
も
調
査
が
な
さ
れ
て
き
た
。
日
色
四
郎
著
『
日

本
上
代
井
の
研
究
』（
内
外
印
刷
、
１
９
６
４
年
）
は
、
奈

良
橿
原
の
畝
傍
山
東
麓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
板
井
22
基
の
解
明

で
あ
る
。

こ
の
日
色
氏
の
調
査
の
影
響
を
受
け
て
、
山
本
博
著
『
井

戸
の
研
究
』（
綜
芸
舎
、
１
９
７
０
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。

山
本
博
氏
は
、
全
国
の
発
掘
遺
跡
を
丹
念
に
探
求
さ
れ
、
古

代
井
戸
の
起
源
、
構
造
、
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

古
代
人
の
水
に
対
す
る
神
聖
視
に
つ
い
て
総
合
的
に
言
及
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
井
戸
の
構
造
と
各
部
名
称
を
明
確

化
し
、
板
井
、
石
井
の
型
式
や
年
代
、
古
文
献
か
ら
見
た
井

戸
や
清
水
の
特
質
、
全
国
各
地
に
よ
る
井
戸
発
見
略
史
な
ど

を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
代
の
朝
廷
で
朝
廷
の
飲
料
水

や
手
水
、
氷
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
「
主
水
司

も
ひ
と
り
の
つ
か
さ

」
の
起
源
に

も
言
及
し
て
お
り
興
味
深
い
。

同
じ
著
者
に
よ
る
『
神
秘
の
水
と
井
戸
』（
学
生
社
、
１

９
７
８
年
）
で
は
、
古
代
人
が
水
に
「
水
神
」
が
宿
る
と
信

じ
て
き
た
と
い
う
信
仰
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
証
拠
は

古
代
の
銅
鐸
に
描
か
れ
た
「
邪
視
文
」（
横
帯
が
か
ら
ん
だ

文
様
で
、「
人
間
の
目
」
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
る
）
を
「
水
神
の
顔
」
で
あ
り
、
水
神
水
波
乃
女
神
の

加
護
を
祈
る
表
現
だ
と
論
じ
て
い
る
。
井
戸
の
研
究
に
つ
い

て
、
新
分
野
を
開
拓
さ
れ
た
山
本
博
氏
の
業
績
は
多
大
で
、

研
究
者
に
と
っ
て
『
井
戸
の
研
究
』
は
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
た

が
、
出
版
部
数
の
少
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

東
京
都
水
道
局
勤
務
時
か
ら
、
水
道
史
の
研
究
を
な
さ
れ

て
き
た
堀
越
正
雄
著
『
井
戸
と
水
道
の
話
』（
論
創
社
、
１

９
８
１
年
）
は
、
近
代
式
改
良
水
道
以
前
に
視
点
を
置
き
、

水
利
用
を
井
戸
と
水
道
の
観
点
か
ら
捉
え
て
い
る
。
江
戸
時

代
、
掘
井
戸
の
工
事
費
は
２
０
０
両
も
か
か
り
、
大
商
人
し

か
掘
れ
な
か
っ
た
が
、
１
７
８
８
年
頃
、
大
阪
で
「
あ
お
り
」

と
い
う
道
具
を
用
い
る
と
２
〜
３
両
で
掘
る
こ
と
が
で
き
、

大
い
に
普
及
し
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
後
期
の
俳
人
小
林
一

茶
は
「
新
し
い
水
湧
く
音
や
井
の
底
に
」
と
、
水
が
コ
ン
コ

ン
と
湧
き
出
て
く
る
様
を
喜
々
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。

上
総
堀
り
に
つ
い
て
は
、
大
島
暁
雄
著
『
上
総
堀
り
の
民

俗
』（
未
来
社
、
１
９
８
６
年
）、
木
更
津
高
等
専
門
学
校
土

木
工
学
科
編
・
発
行
『
上
総
堀
り
技
術
の
要
点
』（
１
９
８
９

年
）、
千
葉
県
立
博
物
館
編
・
発
行
『
上
総
堀
り
』（
２
０
０

０
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
上
総
地
方
（
現
在
の
千
葉
県
）
に

伝
わ
っ
た
鉄
棒
を
利
用
し
た
突
き
堀
り
技
術
を
工
夫
、
改
良

し
て
考
案
さ
れ
た
井
戸
掘
り
技
術
で
、
上
総
の
職
人
た
ち
に

よ
っ
て
日
本
各
地
に
広
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
上
総
堀
り
と
言

わ
れ
て
き
た
。
特
に
、
明
治
時
代
以
降
は
ア
ジ
ア
に
ま
で
普

及
し
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
Ｆ
・
Ｊ
・
ノ
ー

マ
ン
に
よ
っ
て
『
カ
ズ
サ
・
シ
ス
テ
ム
』（
１
９
０
２
年
）

が
刊
行
さ
れ
た
。

東
京
都
下
を
中
心
と
し
て
活
動
す
る
「
水
み
ち
研
究
会
」

は
湧
水
や
地
下
水
の
保
全
に
関
心
を
持
つ
団
体
や
個
人
か
ら

構
成
さ
れ
、
地
下
水
、
井
戸
の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
水

み
ち
研
究
会
編
『
水
み
ち
を
探
る
』（
け
や
き
出
版
、
１
９

９
２
年
）
と
『
井
戸
と
水
み
ち
』（
北
斗
出
版
、
１
９
９
８

年
）
で
は
、
元
旦
に
「
井
戸
神
様
」
と
言
っ
て
お
酒
を
井
戸
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に
撒
く
話
や
、
植
木
・
野
菜
の
育
ち
は
井
戸
水
の
方
が
良
い
、

お
習
字
の
先
生
は
墨
の
の
び
が
違
う
と
言
う
、
と
い
う
聞
き

取
り
で
得
ら
れ
た
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

武
蔵
野
に
は
鎌
倉
時
代
に
築
造
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
五

の
神
ま
い
ま
い
ず
井
戸
（
現
在
、
東
京
都
羽
村
市
に
あ
る
。

水
を
汲
み
や
す
い
よ
う
に
す
り
鉢
状
に
穴
が
掘
ら
れ
て
い
る
。

周
り
の
ら
せ
ん
状
の
道
が
カ
タ
ツ
ム
リ
に
似
て
い
る
た
め
に

こ
の
名
が
つ
い
た
。）
が
あ
る
。
羽
村
町
郷
土
史
家
桜
沢
孝

平
著
『
鋳
物
師
と
梵
鐘
と
ま
い
ま
い
ず
井
戸
の
話
』（
武
蔵
野

郷
土
史
刊
行
会
、
１
９
８
１
年
）
に
よ
る
と
、
武
蔵
野
の
地

に
は
、
金
脈
、
水
脈
を
探
し
あ
て
る
製
鉄
業
者
（
鋳
物
師
）

の
技
術
集
団
が
お
り
、
そ
の
集
団
が
こ
の
井
戸
を
掘
っ
た
と

い
う
。
さ
ら
に
は
、
製
鉄
業
者
と
水
霊
信
仰
に
つ
い
て
書
か

れ
た
、
乗
岡
憲
正
著
『
古
代
伝
承
文
学
の
研
究
』
を
引
用
し

な
が
ら
、
藤
太
、
藤
次
、
藤
四
、
藤
五
は
井
戸
掘
り
を
業
と

す
る
者
に
つ
け
ら
れ
る
名
前
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
「
藤
」
は

水
の
「
淵
」
と
同
語
で
、
水
の
精
霊
を
象
徴
し
、
藤
原
秀
郷

（
別
名
俵
藤
太
。
竜
神
に
見
込
ま
れ
て
大
ム
カ
デ
退
治
を
し

た
と
い
う
伝
承
で
有
名
）
は
、
そ
れ
ら
技
術
集
団
の
祖
で
あ

る
と
論
じ
て
い
る
。

高
知
県
の
井
戸
あ
れ
こ
れ
の
書
、
橋
詰
延
寿
著
『
庄
屋
井

戸
』（
庄
屋
井
戸
刊
行
会
、
１
９
６
３
年
）
の
中
に
、
土
佐

清
水
市
の
庄
屋
井
戸
は
、
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
年
）
に
田

村
平
兵
衛
忠
重
が
掘
っ
た
と
あ
り
、
忠
重
は
藤
原
秀
郷
の
遠

孫
に
あ
た
る
と
「
田
村
家
庄
屋
井
」
の
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い

る
。
井
戸
掘
り
の
技
術
集
団
藤
原
氏
一
族
は
四
国
土
佐
ま
で

赴
き
、
活
躍
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
者
は
、
土
佐
藩

家
老
で
治
水
家
で
あ
る
野
中
兼
山
の
研
究
者
で
も
あ
る
。

沖
縄
で
は
、
井
を
「
カ
ー
」
と
呼
び
、
川
を
「
カ
ー
ラ
」

と
言
い
区
別
し
て
い
る
。
長
嶺
操
著
『
沖
縄
の
水
の
文
化
誌

―
井
戸
再
発
見
』（
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
、
１
９
９
２
年
）
は
、

井
戸
調
査
の
た
め
、
伊
平
屋
島
、
伊
江
島
、
宮
古
島
、
伊
良

部
島
、
石
垣
島
ま
で
踏
査
し
、
１
５
０
基
の
井
戸
に
つ
い
て
、

築
造
年
代
を
、
先
史
遺
跡
の
井
戸
（
石
器
時
代
）、
グ
ス
ク

井
戸
（
13
世
紀
〜
15
世
紀
）、
村
落
井
戸
（
17
世
紀
〜
19
世

紀
）
へ
変
遷
し
て
い
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

沖
縄
に
は
、
井
戸
の
水
が
男
女
の
仲
を
取
り
持
つ
逸
話
が

残
っ
て
い
る
。
人
知
れ
ず
結
ば
れ
た
男
女
は
所
あ
か
し
を
ま

た
ず
、
女
は
こ
っ
そ
り
と
井
戸
の
水
を
汲
ん
で
き
て
は
、
男

の
家
の
備
え
付
き
の
水
瓶
を
満
た
す
。
ま
だ
親
族
で
も
な
い

女
の
親
切
に
、
村
の
人
た
ち
は
婚
礼
が
間
近
に
な
っ
た
こ
と

を
悟
る
。
井
戸
の
水
が
男
女
の
仲
を
結
ぶ
風
習
は
ほ
ほ
え
ま

し
い
。

そ
の
他
に
も
、
上
原
敬
二
著
『
井
戸
・
滝
・
池
泉
』（
加

島
書
店
、
１
９
５
８
年
）、
村
下
敏
夫
著
『
水
井
戸
の
は
な

し
』（
ラ
テ
ィ
ス
、
１
９
６
８
年
）、
酒
井
軍
治
郎
著
『
井
戸

の
た
わ
ご
と
』（
北
方
新
社
、
１
９
７
３
年
）、
大
島
忠
剛
著

『
ポ
ン
プ
随
想
』（
信
山
社
、
１
９
９
５
年
）、
か
つ
を
き
ん

や
著
『
井
戸
掘
吉
左
衛
門
』（
ア
リ
ス
館
牧
新
社
、
１
９
７

５
年
）
な
ど
の
書
が
あ
る
。

最
後
に
、
カ
ナ
ー
ト
に
関
す
る
書
を
挙
げ
る
。
乾
燥
地
帯

の
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
に
は
カ
ナ
ー
ト
と
呼
ば
れ

る
地
下
用
水
路
が
造
ら
れ
、
水
社
会
を
構
成
し
て
い
る
。
岡

崎
正
孝
著
『
カ
ナ
ー
ト
―
イ
ラ
ン
の
地
下
水
路
』（
論
創
社
、

１
９
８
８
年
）
は
、
イ
ラ
ン
高
原
に
３
千
年
前
か
ら
５
万
本

の
カ
ナ
ー
ト
が
掘
削
さ
れ
、
砂
漠
に
オ
ア
シ
ス
が
造
ら
れ
る

こ
と
を
紹
介
し
、
カ
ナ
ー
ト
に
依
存
す
る
政
治
、
経
済
、
文

化
の
構
造
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

日
本
の
カ
ナ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
マ
ン
ボ
は
浅
層
地
下
水
を

水
源
と
し
て
横
穴
式
暗
渠
（
横
井
戸
）
を
掘
っ
た
も
の
で
あ

る
。
三
重
県
北
部
鈴
鹿
山
麓
に
多
く
存
在
し
、
主
に
灌
漑
用

水
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ン
ボ
に
つ
い
て
は
、
小
堀

巌
編
『
マ
ン
ボ
―
日
本
の
カ
ナ
ー
ト
』（
三
重
県
郷
土
資
料
刊

行
会
、
１
９
８
８
年
）、
阪
野
優
著
『
写
真
集
マ
ン
ボ
灌
漑
』

（
中
部
日
本
教
育
文
化
会
、
１
９
８
３
年
）
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

水・河川・湖沼関係文献研究会 こが くにお　古賀邦雄　1967（昭和42）年水資源開発公団に入社。勤務のかたわら30年間にわたり水・河川・湖沼関係文献を収集。
昨年退職し現在、日本河川開発調査会、筑後川水問題研究会に所属。水に関わる啓蒙活動に専念している。
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